
片

瀬

地

区

と

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

片

瀬

地

区

自

治

町

内

会

連

絡

協

議

会

会

長

畠

山

義

昭

０４６６－２７－２７１１

2017年9月20日 第９号

発 行 片瀬地区自治連

発行人 畠山 義昭

事務局 片瀬市民センター内

電 話 0466 - 27 - 2711

2.新屋敷親睦会

宮 悟

3.新屋敷第一町内会

福永 義臣

4.三部会

小池 玲子

5.新屋敷第二町内会

北村 守良

6.片瀬山一丁目

自治会

吉岡 克己

7.片瀬山二丁目

自治会

當麻 宏

9.片瀬山四丁目

自治会

植村 眞

10.片瀬山五丁目

自治会

甲斐 由美子

11.東り町東会

中尾 克太

甘粕 和子

13.片瀬中央平和会

二見 勝

14.片瀬三和会

中島 尚之

16.西の原会

山本 和子

17.御行町内会

長谷川 紀夫

18.西浜町内会

馬場 英人

19.下の谷本町

町内会

阪井 三佐男

20.竜の口町内会

甘粕 寿一

21.スバナ通り

町内会

依藤 光雄

22.片瀬海岸

二丁目町内会

田村 順子

23.湘南ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ

自治会

渡辺 武

24.江の島東町

町内会

畠山 義昭

25.江の島西町

町内会

秋岡 伸一

26.江の島弁天会

徳江 久次

私たちと共により良い片瀬地区を作っていきましょう

12.片瀬目白山

町内会

1.片瀬弥生会

田中 誠治

8.片瀬山三丁目

自治会

松田 宏

今

、

片

瀬

地

区

は

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

開

催

に

向

け

て

大

き

く

変

わ

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

江

の

島

大

橋

の

３

車

線

化

お

よ

び

自

転

車

通

行

空

間

の

確

保

、

か

な

が

わ

女

性

セ

ン

タ

ー

跡

地

の

利

用

、

湘

南

モ

ノ

レ

ー

ル

湘

南

江

の

島

駅

の

バ

リ

ア

フ

リ

ー

化

に

よ

る

改

築

、

小

田

急

片

瀬

江

ノ

島

駅

舎

の

建

替

え

工

事

と

周

辺

整

備

等

々

、

既

に

決

定

し

た

も

の

も

あ

り

ま

す

が

、

現

時

点

で

い

ま

だ

検

討

中

の

も

の

も

あ

り

ま

す

。

こ

の

地

区

が

注

目

を

浴

び

、

選

手

を

は

じ

め

国

内

外

か

ら

多

く

の

人

々

が

集

ま

る

。

そ

の

こ

と

は

誇

ら

し

く

思

い

歓

迎

も

し

ま

す

が

、

や

は

り

こ

こ

で

暮

ら

す

私

た

ち

は

、

そ

の

後

の

こ

と

を

考

え

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

新

た

に

で

き

る

設

備

な

ど

は

、

果

た

し

て

私

た

ち

に

と

っ

て

も

有

意

義

な

も

の

に

な

る

の

か

。

こ

の

先

加

速

す

る

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

向

け

て

の

環

境

整

備

は

、

私

た

ち

の

地

域

の

発

展

に

寄

与

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

決

し

て

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

の

た

め

だ

け

の

も

の

に

な

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

、

こ

の

地

区

が

大

切

に

し

て

き

た

も

の

を

損

な

う

こ

と

の

な

い

よ

う

に

、

自

治

連

と

し

て

は

潜

在

す

る

課

題

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

関

連

の

諸

々

も

、

各

地

域

団

体

と

よ

り

一

層

の

情

報

共

有

、

連

携

を

図

り

な

が

ら

活

動

を

進

め

て

行

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。



防犯の取り組みについて

片瀬地区では「かけつけネッ

ト・かたせ」という地域ネット

ワークにより、協力者に不審者

情報をいち早くｅメールで配信

し、子どもたちの見守りやパト

ロール活動を行っております。

情報の共有と地域活動の連携

を進め、子どもたちの安全を守

り、安心できる地域の実現を目

指しております。

（お問い合わせ）

片瀬市民センター 電話：27-2711

か た せ 自 治 連 だ よ り 第 9 号

【

自

治

連

だ

よ

り

編

集

委

員

】

甘

粕

寿

一

（

五

町

）

植

村

眞

（

片

瀬

山

）

北

村

守

良

（

新

屋

敷

）

鈴

木

み

ど

り

（

新

屋

敷

）

中

島

尚

之

（

東

）

畠

山

義

昭

（

江

の

島

）

馬

場

英

人

（

西

）

若

林

直

美

（

東

）

渡

辺

武

（

五

町

）

※

氏

名

は

五

十

音

順

東

り

町

東

会

は

、

昔

か

ら

人

と

人

と

の

つ

な

が

り

が

密

で

あ

っ

た

と

聞

い

て

い

ま

す

。

し

か

し

昨

今

そ

の

つ

な

が

り

が

希

薄

に

な

っ

て

き

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

状

況

下

、

今

年

一

月

社

協

主

催

の

交

流

会

で

は

地

域

活

性

の

た

め

に

「

お

寺

さ

ん

の

活

用

を

考

え

て

み

て

は

」

と

の

提

案

が

あ

り

ま

し

た

。

我

々

東

会

で

も

、

真

言

宗

密

蔵

寺

さ

ん

境

内

は

、

緊

急

時

の

一

時

避

難

場

所

に

、

ま

た

防

災

訓

練

や

町

内

清

掃

時

等

の

集

合

場

所

に

も

お

願

い

し

て

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

場

所

を

お

借

り

す

る

だ

け

で

な

く

お

話

を

伺

い

た

い

と

、

法

話

会

を

企

画

し

ま

し

た

。

大

西

弘

全

住

職

の

快

諾

を

い

た

だ

き

、

法

話

の

演

題

は

「

釈

尊

は

我

々

に

何

を

伝

え

た

か

っ

た

の

か

」

、

開

催

日

は

４

月

30

日

と

決

ま

り

ま

し

た

。

当

日

は

天

気

に

恵

ま

れ

、

普

段

は

な

か

な

か

足

を

踏

み

入

れ

る

こ

と

の

な

い

ご

本

堂

に

お

わ

し

ま

す

守

本

尊

の

功

徳

自

治

会

・

町

内

会

紹

介

（

９

）

⑪

東

り

町

東

会

地

域

の

お

寺

さ

ん

と

交

流

を

し

て

を

守

る

た

め

に

は

、

自

分

の

行

動

を

理

解

し

て

（

経

験

し

て

身

に

着

け

て

）

い

ざ

と

い

う

時

に

役

立

つ

こ

と

が

肝

要

で

す

。

そ

れ

が

ど

の

位

の

規

模

で

あ

る

か

理

解

す

る

こ

と

が

、

命

を

守

る

こ

と

」

と

の

お

話

し

も

い

た

だ

き

ま

し

た

。

・・・・

法

話

抜

粋

法

話

抜

粋

法

話

抜

粋

法

話

抜

粋

釈

尊

釈

尊

釈

尊

釈

尊

のののの

教教教教

ええええ

：：：：

人

間

で

あ

れ

ば

理

解

で

き

る

事

を

言

っ

て

い

る

。

宗

教

と

か

民

族

な

ど

関

係

あ

り

ま

せ

ん

。

釈

尊

は

「

人

は

生

ま

れ

な

が

ら

に

し

て

苦

し

み

を

背

負

っ

て

い

る

と

感

じ

た

か

ら

」

そ

れ

を

解

決

す

る

た

め

に

、

六

年

間

の

厳

し

い

修

行

と

一

週

間

の

座

禅

の

末

、

悟

り

の

道

筋

を

得

る

こ

と

に

な

っ

た

。

一

宇

宙

の

真

理

を

悟

っ

た

二

苦

の

原

因

を

悟

っ

た

三

苦

か

ら

の

解

脱

こ

れ

ら

は

見

え

な

い

も

の

で

、

そ

れ

を

釈

尊

は

見

え

る

よ

う

に

悟

っ

た

。

今

は

そ

れ

を

現

代

の

科

学

で

説

明

し

て

理

解

さ

せ

る

事

が

で

き

る

。

宇

宙

の

真

理

と

は

「

諸

行

無

常

」

全

て

の

物

は

変

化

す

る

。

諸

行

無

常

諸

行

無

常

諸

行

無

常

諸

行

無

常

：

昔

の

人

は

、

金

や

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

は

永

遠

に

変

化

し

な

い

と

思

っ

た

。

だ

か

ら

仏

像

・

神

様

像

な

ど

を

金

銀

宝

石

で

飾

っ

た

。

し

か

し

金

を

目

に

片瀬には由緒ある寺社があります。今回は三つの祭

りをご紹介します。

江江江江のののの島八坂神社天王祭島八坂神社天王祭島八坂神社天王祭島八坂神社天王祭 江島神社末社の八坂神社は、

江戸時代に創建、牛頭天王を祀り「天王社」と呼ばれ

ていましたが、明治六年に現在の社名に改称されまし

た。天王祭は、毎年七月十四日に近い日曜日に行われ

ます。昔、大津波で岩屋沖へ漂着した小動神社の御神

体（須佐之男命）が八坂神社の創建に関わったことか

ら小動神社との行合の祭礼です。祭は五日間にわたり

執り行われ、三つの見せ場があります。

一つは宵宮祭です。七つの囃子グループの御仮宮への

奉納囃子で、「宮入」といい、全囃子が本囃子を奏し、

厳粛にゆっくりとした調べで進み、御仮宮に向かいま

す。次は、神幸祭での海上渡御です。神輿は浮きつ沈

みつ海上を進み、神職を乗せた船が海上で供奉し、五

色や錦の旗が海風に翻り、天王囃子が船の上から勇壮

に囃立てます。天と海、神と人がまさしく一体となる

天王祭最大の見せ場です。最後は東浦祭典後の神輿・

囃子方の腰越行きです。神輿は、腰越囃子が先導し、

江の島囃子（通り囃子・新通り囃子）が随行し、龍口

寺前から小動神輿も加わり、対岸の腰越に御神幸され

ます。

小動神社御仮宮で祭典の後、還幸が始まり、龍口寺前

での両神輿の迫力あるもみあいは祭りの醍醐味です。

六年に一度（巳年・戌年）の大祭は最終日の還幸祭後、

御神体が開帳されます。天王祭は、夏の風物詩として、

神奈川の「祭り５０選」に選ばれています。

片瀬諏訪神社例大祭片瀬諏訪神社例大祭片瀬諏訪神社例大祭片瀬諏訪神社例大祭 片瀬諏訪神社は、奈良時代、養

老七年（七二三年）信濃国諏訪大社からの御分霊を上

下（かみしも）両社に祀ったのがはじまりです。（御

祭神：上社：建御名方富命、下社：八坂刀売命）例大

祭は、八月に六日間かけて執行されます。幟立て仮宮

舗設からはじまり四日目は宵宮、そして翌日神輿〈文

久二年再造〉が東浜に降りる浜降り祭が行われ、次い

で、下の谷町、東り町、西方町、西浜区、新屋敷町を、

町内囃子を先頭に行列が巡る渡御祭が執行され、夕方

には、龍口寺に集合した行列が下社に宮入する環還御

祭パレードが始まります。最近は「ぶん回し」と称さ

れ遠方からも人の集まる山車の回転が行われ大いに賑

わいます。最後六日目の本社還御祭で諸儀が終わりま

す。

龍龍龍龍ノノノノ口法難会口法難会口法難会口法難会 龍口寺は、日蓮聖人が生涯最大の危機

に直面した龍ノ口法難の地に建てられた霊跡本山です。

毎年九月十一日から十三日にかけ龍ノ口法難会の大法

要が行われます。十一日妙見堂の前庭と浄行堂前に角

塔婆が立てられ、夜には講中により、太鼓、鉦、笛に

纏（まとい）と万灯が練り歩かれる万灯練り供養の奉

納が盛大に執り行われます。

片瀬睦の纏は、横倒し、背中回しと大きく振り回すた

め、頑丈かつ風切りよくつくられており成人男子用は

約十キロあるとのです。翌日は本堂で終日祈願受付が

行われ、夜七時頃「難除けの牡丹餅」撒きが行われま

す。この後万灯練り供養が行われ祭の佳境を迎え、練

り供養は九時頃に終了します。午前一時すぎ、最後の

大法要が終り二度目の牡丹餅撒きが行われすべての法

要が終わります。ちなみに江ノ電が明治三五年九月に

藤沢から片瀬（現江ノ島駅）まで開通したのも、この

縁日にあわせたとも伝えられています。

片瀬の三大祭りについて片瀬の三大祭りについて片瀬の三大祭りについて片瀬の三大祭りについて

かたせかたせかたせかたせNOWNOWNOWNOW

を

頂

き

な

が

ら

、

老

若

男

女

45

名

の

参

加

を

得

ま

し

た

。

ま

た

法

話

の

前

に

は

、

藤

沢

市

作

成

の

片

瀬

地

区

津

波

Ｄ

Ｖ

Ｄ

を

放

映

し

、

ご

覧

に

な

っ

た

ご

住

職

か

ら

は

「

緊

急

時

に

命

は

見

え

な

い

程

極

小

化

し

て

い

く

と

、

金

と

は

違

う

も

の

に

な

る

、

ダ

イ

ヤ

も

極

小

化

し

て

い

く

と

炭

素

に

な

り

、

ダ

イ

ヤ

と

は

違

う

物

に

な

る

。

物

は

「

分

子

→

原

子

→

素

粒

子

」

と

細

か

く

な

り

見

え

な

く

な

る

、

そ

れ

が

諸

行

無

常

で

あ

る

。

諸

法

無

我

諸

法

無

我

諸

法

無

我

諸

法

無

我

：

全

て

の

物

は

独

立

し

た

存

在

で

は

な

く

、

お

互

い

に

作

用

す

る

、

と

い

う

教

え

で

あ

る

。

全

て

の

物

は

関

連

し

あ

っ

て

い

る

、

孤

と

し

て

の

存

在

は

何

も

な

い

ん

だ

と

い

う

理

論

。

水

は

酸

素

水

素

の

化

合

物

で

あ

る

。

全

て

の

物

は

関

連

し

あ

っ

て

い

る

、

全

て

物

は

変

化

す

る

と

釈

尊

は

説

い

て

い

る

。

釈

尊

は

修

行

に

よ

っ

て

素

粒

子

の

世

界

を

見

極

め

た

。

そ

れ

が

諸

法

無

我

で

あ

る

。

そ

れ

を

見

極

め

る

為

に

厳

し

い

修

行

を

し

た

と

い

う

事

で

す

。

以

上

は

法

話

の

ご

く

一

部

で

す

。

詳

し

く

は

法

話

録

が

あ

り

ま

す

の

で

、

ご

希

望

の

方

は

東

り

町

東

会

事

務

局

へ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。
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平成29年度 自治連総会報告

平成29年5月16日(火)に開催された

平成29年度総会では、平成28年度の

事業報告及び収支決算報告、平成29

年度事業計画及び収支予算などが審

議され、すべて承認されました。

今年度の自治連役員

会 長 畠山 義昭【江の島】

副会長 甘粕 寿一【五町】

副会長 中島 尚之【東】

会 計 北村 守良【新屋敷】

監 事 馬場 英人【西】

監 事 植村 眞 【片瀬山】


